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握
り
つ
ぶ
せ
な
い
の
と
同
じ
だ

よ
」「
ワ
シ
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

握
り
つ
ぶ
せ
る
ぞ
」
―
い
ま
話
題

の
ア
ニ
メ
作
品
「
葬
送
の
フ
リ
ー

レ
ン
」
原
作
で
有
名
な
や
り
取
り

が
あ
る
。
想
像
が
信
念
の
力
で
現

実
に
変
わ
る
の
だ
。
刮
目
し
た
魔

法
使
い
フ
リ
ー
レ
ン
が
「
絶
対
に

抜
け
出
せ
な
い
結
界
」
か
ら
勇
者

一
行
を
救
っ
た
シ
ー
ン
で
あ
る
▼

先
日
、
投
開
票
が
行
わ
れ
た
京
都

市
長
選
挙
で
は
、
想
像
が
信
念
に

よ
り
現
実
と
な
る
、
確
か
な
手
ご

た
え
が
あ
っ
た
。
国
会
議
員
経
験

を
有
し
、
与
党
・
最
大
野
党
を
含

む
相
乗
り
推
薦
候
補
が
、
期
日
前

投
票
で
先
行
し
辛
勝
し
た
も
の

の
、
選
挙
当
日
の
出
口
調
査
で

は
、
与
党
に
く
み
し
な
い
、
一
新

人
候
補
の
方
が
、
僅
差
で
上
回
っ

た
の
だ
。「
金
権
政
治
へ
の
批

判
」
に
加
え
て
「
身
近
な
暮
ら
し

に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」「
福
祉

を
切
り
捨
て
な
い
で
ほ
し
い
」
と

い
う
切
実
な
願
い
が
、
投
票
日
当

日
し
か
身
動
き
が
取
れ
な
い
「
普

通
の
人
た
ち
」
を
動
か
し
た
の
だ

▼
つ
い
１
世
紀
前
ま
で
人
類
は

「
人
間
が
動
力
で
飛
行
す
る
こ

と
」
を
想
像
で
き
な
か
っ
た
。
諸

大
国
は
「
ロ
ケ
ッ
ト
型
」
の
無
人

飛
行
機
を
想
定
し
、
そ
の
制
御
法

の
研
究
段
階
に
あ
り
、
ラ
イ
ト
兄

弟
ら
が
有
人
飛
行
の
偉
業
を
成
し

遂
げ
て
も
、
そ
れ
が
人
類
の
待
ち

望
ん
だ
「
飛
行
機
」
で
あ
る
と
認

識
す
る
の
に
歳
月
を
要
し
た
と
い

う
▼
「
ほ
ん
の
小
さ
な
人
助
け
」

の
積
み
重
ね
の
先
に
、
勇
者
一
行

が
魔
王
討
伐
を
果
た
し
た
よ
う
に

一
筆
の
署
名
を
折
り
入
っ
て
お
願

い
す
る
こ
と
は
確
実
に
現
実
を
変

革
す
る
、
そ
の
確
か
な
手
ご
た
え

を
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
。（
眞
）

　

「
魔
法
は
イ
メ
ー

ジ
の
世
界
、
想
像
で

き
な
い
こ
と
は
魔
法

で
も
で
き
な
い
、
人

が
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を
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緊急署名にご協力を!緊急署名にご協力を!

「「兵庫県保険兵庫県保険
医協会の　医協会の　聴く医療」放送中!!聴く医療」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週日曜　朝６時30分～毎週日曜　朝６時30分～

AM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHzAM558kHz／1395kHz（県北部）　FM91.1MHz

２月18日　災害時の歯みがき・口腔ケア
　　25日　帯状疱疹とそのワクチン
３月３日　8020の実現のために（仮）

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事

能登半島地震　被災地訪問レポート

令和５年分　確定申告の留意点

２面

研
面
究 ８面歯科定例研より　「高齢者の
咀嚼・嚥下障害と義歯治療」

７～５面

　

保
団
連
は
、
毎
年
１
月
か
ら
12

月
末
ま
で
の
全
国
各
協
会
・
医
会

お
よ
び
ブ
ロ
ッ
ク
の
医
科
・
歯
科

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
増
加
数
と
上
昇

率
を
集
計
し
、
上
位
３
団
体
を
表

彰
の
対
象
と
し
、
保
団
連
全
体
の

組
織
強
化
の
一
助
と
し
て
い
る
。

　

兵
庫
協
会
の
歯
科
は
年
間
で
67

人
の
新
規
入
会
が
あ
り
、
組
織
上

昇
率
は
０
・
２
％
増
。
ま
た
、
勤

務
医
会
員
数
も
11
人
増
加
し
て
い

る
。

　

組
織
強
化
の
取
り
組
み
に
関
し

て
は
、
鈴
田
明
彦
理
事
が
大
会
代

表
と
し
て
発
言
を
行
い
、
兵
庫
協

会
は
医
科
歯
科
あ
わ
せ
て
年
間
３

１
６
人
の
新
規
入
会
者
を
得
て
、

高
齢
等
の
退
会
者
が
増
え
る
な

　

政
府
は
今
年
10
月
か
ら
、
後
発

医
薬
品
の
あ
る
先
発
医
薬
品
（
長

期
収
載
医
薬
品
）
を
使
用
し
た
場

合
に
、
現
在
の
窓
口
負
担
と
は
別

に
、
後
発
医
薬
品
と
の
差
額
分
に

患
者
負
担
を
導
入
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
後
発
医
薬
品
の

上
市
後
５
年
以
上
経
過
し
た
も

の
、
ま
た
は
後
発
医
薬
品
の
置
換

率
が
50
％
以
上
と
な
っ
た
も
の
を

対
象
に
、
後
発
医
薬
品
の
最
高
価

格
帯
と
の
価
格
差
の
４
分
の
１
を

自
己
負
担
に
す
る
と
い
う
も
の

け
ら
れ
る
と
い
う
国
民
皆
保
険
制

度
を
根
幹
か
ら
ゆ
る
が
す
も
の
で

あ
る
。

　

さ
ら
に
、
医
薬
品
の
供
給
不
安

定
が
長
期
化
し
、
先
発
医
薬
品
も

選
択
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
改

善
し
な
い
中
、
先
発
医
薬
品
使
用

時
に
患
者
さ
ん
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を

課
す
差
額
徴
収
の
導
入
は
言
語
道

断
と
い
え
る
。

　

政
府
は
負
担
増
の
直
接
的
な
理

由
を
「
創
薬
力
強
化
」
と
説
明
し

て
い
る
。
し
か
し
、
新
薬
開
発
の

（
後
発
医
薬
品
の
最
高
価
格
帯
の

価
格
差
の
４
分
の
３
ま
で
は
保
険

給
付
の
対
象
と
な
る
）。

　

患
者
の
経
済
力
に
よ
っ
て
、
使

用
で
き
る
医
薬
品
を
区
別
す
る
こ

の
制
度
は
、
所
得
の
多
寡
に
か
か

わ
ら
ず
必
要
な
医
療
を
平
等
に
受

た
め
に
患
者
に
負
担
を
求
め
て
財

源
と
す
る
の
は
道
理
が
な
い
。
政

府
は
制
度
実
施
を
中
止
す
る
と
と

も
に
、
医
薬
品
の
安
定
供
給
に
注

力
す
べ
き
で
あ
る
。

　

協
会
・
保
団
連
は
、
こ
の
差
額

徴
収
制
度
の
中
止
を
求
め
、
緊
急

の
医
師
・
歯
科
医
師
署
名
に
取
り

組
む
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

署
名
用
紙
の
概
要
は
左
記
の
通

り
。
ぜ
ひ
多
く
の
先
生
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。

か
、
会
員
数
７
７
１
８
人
と
、
結

成
以
来
54
年
間
、
一
度
も
前
年
比

の
年
末
会
員
数
を
減
ら
し
て
い
な

い
と
紹
介
。

　

毎
月
の
新
規
開
業
対
策
を
最
重

点
に
役
員
・
会
員
の
紹
介
が
力
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
各
種
研

究
会
や
保
険
請
求
・
審
査
指
導
対

策
、
共
済
制
度
が
魅
力
と
な
っ
て

い
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
勤
務
医
対
策
で
は
、
診

療
報
酬
引
き
上
げ
を
求
め
る
署
名

の
協
力
依
頼
を
し
多
数
の
協
力
を

病
院
勤
務
医
か
ら
得
た
こ
と
、
直

近
１
年
間
で
も
多
数
の
病
院
が
入

会
し
、
病
院
の
組
織
率
は
84
％
、

公
的
病
院
も
61
％
と
な
っ
た
と
紹

介
し
、
引
き
続
き
「
頼
り
に
な
り

役
に
立
つ
、
会
員
に
な
っ
て
得
を

す
る
協
会
」
を
め
ざ
し
、
組
織
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
し

た
。

保団連の竹田智雄新会長（左２人目）・住江憲勇保団連名誉会長（右２人目）
から表彰状を受け取った西山裕康兵庫協会理事長（右端）・川村雅之副理事
長（左端） 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

さらに「頼りになる協会」へさらに「頼りになる協会」へ
保団連大会　会員拡大表彰

歯
科　
　
　
　

ダ
ブ
ル
で
表
彰

医
師
・
歯
科
医
師
の
処
方
権
を
侵
害
！

後
発
品
と
先
発
品
の
差
額
徴
収
制
度
は
中
止
を

　

保
団
連
は
１
月
28
日
、
東
京
都
内
で
第
51
回
定
期
大
会
を
開
催
。

新
年
度
大
会
方
針
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
役
員
改
選
で
は
、
住
江

憲
勇
会
長
が
勇
退
し
、
竹
田
智
雄
新
会
長
ら
新
役
員
が
選
出
さ
れ

た
。
兵
庫
協
会
は
、
会
員
拡
大
に
つ
い
て
歯
科
会
員
の
２
０
２
３
年

の
会
員
増
加
数
・
組
織
上
昇
率
で
そ
れ
ぞ
れ
２
位
・
３
位
と
な
り
、

表
彰
を
受
け
た
。

会
員
増
加
数

組
織
上
昇
率

FAXでお届けしている署名用紙

https://forms.gle/
bdrxipoPmoRg6PSg6

　２月中旬にFAXで上記の署名用紙
をお送りしています。
■ この要請署名は３月14日（木）に
国会要請行動で政府や国会議員に
提出します。

■ 署名は下の二次元コードやURLか
らオンラインでもできます。ぜ
ひ、ご協力ください。

※ 集まった募金は主に被災会員のお見舞いに充てます。寄付金等の控除
対象となりませんが、「募金特別会費」として必要経費にできます。

00160-0-140346 全国保険医団体連合会
※前号に払込用紙を同封しています

ゆうちょ銀行　店名：〇
ゼロ

一
イチ

九
キュウ

　当座　口座番号：0140346
口座名：ｾﾞﾝｺｸﾎｹﾝｲﾀﾞﾝﾀｲﾚﾝｺﾞｳｶｲ

全国保険医団体連合会「令和６年能登半島地震救援募金」
ゆうちょ口座間ゆうちょ口座間

他銀行から他銀行から

紙レセ請求の医療機関は
２月末までに基金と国保に届出を

お問い合わせは、医科☎078－393－1803、歯科☎078－393－1809まで

　紙レセプトで請求している医療機関が４月以降も引き続き、同様の
請求を行おうとする場合、２月29日までに基金・国保への届出が必要
です。ご注意ください。

　また、光ディスク等により請求を継続する場合も８月31日までに基
金・国保への届出と移行計画書の提出が必要です。

▶オンラインでの
　署名は
　こちらから

〈届出先〉
社保　〒105－0004　東京都港区新橋２丁目１番３号
　　　社会保険診療報酬支払基金　事業統括部事業サポート課
国保　〒650－0021　神戸市中央区三宮町１丁目９番１－1801号
　　　兵庫県国民健康保険団体連合会　審査管理課
※ どちらも様式は同じです。封筒の表面には赤字で「猶予届出書在中
（紙レセ）」と記載してください。
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令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
後
の
輪
島
市
を
訪
ね
て

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
後
の
輪
島
市
を
訪
ね
て

避
難
し
た
そ
の
後
の
ケ
ア
が
課
題

協
会
副
理
事
長　
　

足
立　

了
平
（
と
き
わ
病
院
歯
科
・
歯
科
口
腔
外
科
部
長
）

　

２
０
２
４
年
１
月
１
日
16
時
10
分
に
起
こ
っ
た
能
登
半
島
地
震
に

つ
い
て
、
日
本
歯
科
医
師
会
の
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
（Japan Dental 

Assistant Team
 

日
本
災
害
歯
科
支
援
チ
ー
ム
）
と
し
て
１
月

26
日
か
ら
石
川
県
の
被
災
地
で
歯
科
医
療
支
援
を
行
っ
た
足
立
了
平

副
理
事
長
の
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
す
る
。

能
登
支
援

ま
で
の
経
緯

　

１
月
２
日
10
時
19
分
に
は
早
く

も
【
保
団
連
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
第

８
８
１
号
】
が
配
信
さ
れ
、
現
地

医
療
機
関
の
被
害
状
況
が
伝
え
ら

れ
た
。
さ
す
が
有
事
に
強
い
保
団

連
。
こ
の
時
点
で
は
死
者
は
30

人
、
根
拠
は
な
い
が
お
そ
ら
く
１

０
０
人
は
超
え
る
だ
ろ
う
と
嫌
な

予
感
が
し
た
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
経
験
か

ら
兵
庫
県
医
師
会
の
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は

全
国
か
ら
特
別
視
さ
れ
て
い
る
。

兵
庫
県
に
は
災
害
時
の
協
力
を
締

結
し
た
４
師
会
（
医
師
会
・
歯
科

医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
看
護
協

会
）
の
協
定
が
あ
り
、
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

の
出
動
に
合
わ
せ
て
歯
科
も
準
備

の
必
要
が
あ
る
。
す
ぐ
に
動
け
る

開
業
の
先
生
は
少
な
い
の
で
、
当

初
は
病
院
歯
科
医
が
担
当
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
と
病
院
歯
科
医

会
で
準
備
を
開
始
し
た
。

　

１
月
４
日
、
山
陰
放
送
か
ら
震

災
関
連
死
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
受
け
、
ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
で

配
信
さ
れ
た
。
す
る
と
、
Ｔ
Ｖ
な

ど
メ
デ
ィ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
関
連
死

を
取
り
上
げ
は
じ
め
、
テ
レ
ビ
朝

日
の
ワ
イ
ド
！
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
、

読
売
テ
レ
ビ
の
朝
生
ワ
イ
ド
す
ま

た
ん
！
に
パ
ネ
ル
で
出
演
し
た
。

産
経
新
聞
や
フ
ラ
イ
デ
ー
な
ど
に

も
取
り
上
げ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
ん
な
折
、
日
本
歯
科
医
師
会

が
22
年
に
立
ち
上
げ
た
Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ

が
初
め
て
稼
働
す
る
こ
と
と
な

り
、
１
月
９
日
に
は
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
兵

庫
が
出
動
し
た
た
め
歯
科
は
Ｊ
Ｄ

Ａ
Ｔ
に
集
中
す
る
こ
と
に
。
13

日
、
石
川
県
歯
科
医
師
会
長
が
馳

知
事
を
通
じ
て
日
本
歯
科
医
師
会

・
厚
労
省
に
派
遣
依
頼
を
出
し
、

ま
ず
福
井
、
富
山
、
長
野
、
愛

知
、
福
島
の
５
県
６
チ
ー
ム
が
18

日
か
ら
支
援
活
動
を
開
始
し
た
。

Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
兵
庫

輪
島
市
街
地
支
援
へ

　

兵
庫
県
は
愛
知
県
の
後
を
引
き

継
い
で
１
月
26
日
か
ら
輪
島
市
街

地
を
割
り
当
て
ら
れ
た
。
Ｊ
Ｄ
Ａ

Ｔ
兵
庫
の
第
１
陣
は
、
加
古
川
中

央
市
民
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部
長

の
橘
進
彰
先
生
、
と
き
わ
病
院
歯

科
口
腔
外
科
研
修
医
の
檜
山
弥
侑

先
生
と
私
（
指
導
医
を
兼
ね
る
）

の
３
人
構
成
。

　

１
月
25
日
の
夜
、
新
大
阪
か
ら

サ
ン
ダ
ー
バ
ー
ド
で
金
沢
に
入
り

宿
泊
、
翌
26
日
朝
か
ら
レ
ン
タ
カ

ー
を
借
り
、
石
川
県
歯
科
医
師
会

館
で
支
援
物
資
を
積
み
込
ん
で
午

前
８
時
過
ぎ
に
金
沢
を
出
発
し
た

（
図
１
）。
金
沢
か
ら
七
尾
の
近

く
ま
で
は
悪
路
な
が
ら
も
高
速
道

路
が
通
じ
て
い
た
が
、
そ
こ
か
ら

先
の
地
道
は
、
地
震
で
ゆ
が
み
隆

起
し
て
い
る
た
め
速
度
が
出
せ

ず
、
ま
た
ひ
ど
い
渋
滞
も
発
生
す

る
た
め
輪
島
市
役
所
に
到
着
し
た

の
は
４
時
間
後
の
12
時
を
過
ぎ
て

い
た
。

　

輪
島
市
役
所
内
の
医
療
支
援
受

付
で
チ
ー
ム
名
を
登
録
し
、
12
時

半
か
ら
の
医
療
支
援
チ
ー
ム
に
よ

る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
た
。

そ
こ
で
、
発
災
当
初
か
ら
被
災
者

支
援
を
続
け
て
い
る
輪
島
市
歯
科

医
師
会
の
角
大
輔
先
生
、
笹
谷
俊

郎
先
生
と
合
流
し
情
報
交
換
。
お

二
人
と
と
も
に
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
（
災

害
時
健
康
危
機
管
理
支
援
チ
ー

ム
）
の
拠
点
で
あ
る
石
川
県
能
登

北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
図

2
）
に
移
動
し
、
滋
賀
県
Ｄ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｔ
の
指
揮
下
に
入
る
こ
と
に
な

っ
た
。

避
難
所
、
輪
島
中
学
へ

水
場
が
遠
く
歯
磨
き
の
壁
に

　

滋
賀
県
の
保
健
師
さ
ん
か
ら
ア

セ
ス
メ
ン
ト
の
指
示
を
さ
れ
た
の

は
輪
島
中
学
校
。
こ
こ
は
風
呂
、

ト
イ
レ
、
水
な
ど
は
完
備
し
て
い

た
。
２
５
０
人
の
避
難
者
が
校
舎

と
ア
リ
ー
ナ
に
分
か
れ
て
生
活
し

て
お
り
、
３
階
建
て
の
校
舎
の
３

階
部
分
は
コ
ロ
ナ
、
ノ
ロ
の
感
染

棟
と
し
て
隔
離
さ
れ
て
い
た
。

　

ア
リ
ー
ナ
に
は
テ
ン
ト
が
並
び

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
保
た
れ
て
い
た

が
、
水
場
が
な
く
、
洗
顔
、
歯
磨

き
、
ト
イ
レ
な
ど
は
す
べ
て
靴
を

履
き
替
え
て
校
舎
ま
で
行
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
20
人
ほ
ど
に
聞

き
取
り
を
し
、
30
〜
40
ｍ
で
あ
っ

て
も
夜
は
面
倒
に
な
り
つ
い
歯
磨

き
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
と
言
う
人

が
少
な
か
ら
ず
い
た
。

　

ま
た
、
支
援
物
資
は
豊
富
で
あ

る
が
、
口
腔
ケ
ア
用
品
が
届
い
て

い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
お

り
、
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
が
肺
炎
を

予
防
す
る
と
知
っ
て
い
る
人
は
ほ

と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。
歯
科
衛
生

士
が
避
難
所
に
１
人
張
り
付
く
こ

と
で
解
決
す
る
と
思
わ
れ
た
。

輪
島
の
中
心
地

河
井
地
区
を
回
る

　

家
屋
の
倒
壊
は
市
役
所
か
ら
朝

市
が
開
か
れ
る
あ
た
り
に
か
け
て

の
観
光
地
輪
島
の
中
心
部
が
ひ
ど

い
。
い
た
る
と
こ
ろ
の
路
地
で
家

屋
が
倒
壊
し
道
を
塞
い
で
い
る

（
図
３
・
４
）。

　

翌
27
日
は
こ
こ
を
回
る
。
避
難

者
の
ほ
と
ん
ど
が
高
齢
者
で
あ

る
。
避
難
所
に
よ
っ
て
は
支
援
物

資
が
少
な
く
口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ
が

ほ
と
ん
ど
届
い
て
い
な
い
と
こ
ろ

も
あ
る
。

　

２
日
間
で
10
あ
ま
り
の
避
難
所

を
訪
問
し
た
が
、
な
か
に
は
す
で

に
二
次
避
難
し
て
い
た
り
、
Ｊ
Ｍ

Ａ
Ｔ
や
日
赤
、
薬
剤
師
チ
ー
ム
な

ど
が
同
じ
避
難
所
に
集
中
し
た
り

と
い
っ
た
光
景
が
あ
り
、
指
示
を

出
す
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
混
乱
ぶ
り
が

目
立
っ
た
。
地
元
保
健
師
と
の
連

携
に
課
題
が
あ
っ
た
り
、
Ｄ
Ｈ
Ｅ

Ａ
Ｔ
の
メ
ン
バ
ー
が
４
〜
５
日
で

交
代
す
る
た
め
業
務
が
滞
り
が
ち

で
あ
っ
た
。

肺
炎
予
防
の
た
め
の
口
腔

ケ
ア
の
認
知
度
は
ま
だ
ま
だ

　

支
援
物
資
の
中
に
は
比
較
的
口

腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ
が
多
く
入
っ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
た
。
し
か
し
、
歯

科
専
門
職
が
い
な
い
た
め
使
用
方

法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
届
い
て

い
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
っ
た
り

す
る
場
面
が
多
く
見
ら
れ
た
。

　

何
よ
り
も
口
腔
ケ
ア
が
肺
炎
か

ら
高
齢
者
の
命
を
守
る
と
い
う
こ

と
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
歯
科
治
療

よ
り
も
こ
の
啓
発
が
必
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
多
く
は
水
が

十
分
に
届
い
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
洗
浄

に
飲
み
水
を
使
う
こ
と
に
罪
悪
感

を
持
つ
と
い
う
方
が
多
く
、
他
人

の
目
を
気
に
し
て
飲
み
水
の
使
用

を
控
え
る
方
が
い
た
こ
と
は
東
日

本
大
震
災
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

長
く
続
く
支
援
の
先

　

地
元
の
方
に
聞
い
た
。
輪
島
で

は
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
人
が
、
外
に
出
た
い
人
よ
り

や
や
多
い
。
し
か
し
、
珠
洲
の
人

た
ち
は
３
年
連
続
で
震
度
６
の
地

震
を
経
験
し
た
の
で
ほ
と
ん
ど
の

人
が
家
を
捨
て
る
だ
ろ
う
と
。

　

人
的
被
害
や
家
屋
の
倒
壊
な
ど

被
害
の
規
模
は
東
日
本
や
阪
神
・

淡
路
に
比
べ
て
小
さ
い
か
も
し
れ

な
い
が
、
高
齢
化
率
が
50
％
を
超

え
る
過
疎
地
を
広
域
に
わ
た
り
襲

っ
た
特
異
な
地
震
災
害
で
あ
る
。

　

二
次
避
難
は
関
連
死
や
健
康
被

害
の
拡
大
を
防
ぐ
か
も
し
れ
な
い

が
、
避
難
し
た
そ
の
後
の
ケ
ア
が

十
分
に
で
き
な
け
れ
ば
福
島
と
同

じ
く
悲
惨
な
結
果
を
生
む
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
。
解
を
見
つ
け
ら
れ

ず
体
力
の
消
耗
だ
け
が
残
っ
た
支

援
で
あ
っ
た
。

　

協
会
は
１
月
28
日
に
保
険
請
求

事
務
講
習
会
を
協
会
会
議
室
と
ウ

ェ
ブ
配
信
の
併
用
で
開
催
。
医
療

機
関
ス
タ
ッ
フ
ら
１
１
３
人
（
来

場
参
加
73
人
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
40

人
）
が
受
講
し
た
。
高
野
修
一
協

会
理
事
（
灘
区
・
ろ
っ
こ
う
医
療

生
活
協
同
組
合
灘
診
療
所
所
長
）

が
講
師
を
務
め
た
。

　

高
野
先
生
は
、
協
会
発
行
『
保

い
」「
独
学
で
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
が
理
解
で
き
た
」「
在
宅

の
講
習
会
も
あ
れ
ば
ぜ
ひ
参
加
し

た
い
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、

好
評
を
得
た
。

険
請
求
の
要
点
』
を
テ
キ
ス

ト
に
、
医
療
保
険
の
基
礎
知

識
や
療
養
担
当
規
則
の
解

説
、
診
療
報
酬
点
数
、
カ
ル

テ
や
レ
セ
プ
ト
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
算
定
事
例
や
注
意

点
を
交
え
な
が
ら
説
明
。
実

際
の
診
療
内
容
に
基
づ
く
点

数
・
窓
口
負
担
集
計
と
レ
セ

プ
ト
作
成
例
を
解
説
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
形
式

的
に
処
理
し
て
い
た
業
務
の

意
味
が
分
か
っ
た
」「
身
近

な
事
例
も
あ
り
わ
か
り
や
す

高野修一先生（右上）が保険請求の基本を
わかりやすく解説　　　　　　　　　　　

「初心者のための保険請求事務講習会」

スタッフら110人超が参加

日常業務の
　　意味わかった

緊　急
レポート

　

尼
崎
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
尼
崎
社
保
協
、
会
長
・
綿
谷
茂

樹
協
会
尼
崎
支
部
長
）
は
１
月
22

日
、
尼
崎
市
に
提
出
し
て
い
た
要

望
書
に
基
づ
い
て
、
保
険
証
廃
止

や
国
保
・
介
護
な
ど
の
テ
ー
マ
で

尼
崎
市
担
当
部
局
と
懇
談
し
た
。

協
会
と
尼
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

な
ど
７
団
体
か
ら
18
人
が
参
加
し

た
。

　

社
保
協
か
ら
保
険
証
廃
止
の
中

止
を
国
に
意
見
す
る
よ
う
求
め
た

こ
と
に
対
し
、
市
担
当
者
は
「
法

律
で
決
ま
っ
た
こ
と
だ
。
市
民
の

様
々
な
不
安
に
は
出
来
る
限
り
対

応
し
た
い
」
と
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
証
に
つ
い
て
、

「
尼
崎
は
国
保
保
険
証
未
交
付
率

な
ど
と
向
き
合
わ
な
か
っ
た
。

　

介
護
保
険
に
つ
い
て
は
、
状
態

が
悪
化
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
要
介
護
度
が
下
が
っ
て
し
ま

っ
た
事
例
を
紹
介
し
、
実
態
把
握

と
対
策
を
求
め
た
が
、
市
は
「
市

か
ら
介
護
保
険
認
定
審
査
会
に
、

基
準
を
厳
し
く
す
る
よ
う
に
と
は

言
っ
て
い
な
い
」
な
ど
と
回
答
し

た
。

　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購

入
補
助
に
つ
い
て
、
社
保
協
は

「
県
下
８
市
町
で
実
施
済
み
、
４

市
町
で
検
討
中
、
全
国
２
２
０
市

町
で
も
実
施
済
み
」
と
し
て
、
実

施
を
求
め
た
が
、
市
は
、「
補
聴

器
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
社
会

参
加
活
動
変
化
に
関
す
る
兵
庫
県

の
調
査
結
果
、
国
立
長
寿
医
療
研

究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
認
知
症
予
防

効
果
研
究
結
果
を
見
て
研
究
し
た

い
。
来
年
度
実
施
は
考
え
て
い
な

い
」
と
回
答
し
た
。
地
方
自
治
法

で
、
自
治
体
は
住
民
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
が
責
務
と
さ
れ
て

い
る
が
、
納
得
の
え
ら
れ
る
回
答

で
は
な
く
、
尼
崎
社
保
協
で
は
、

引
き
続
き
、
市
の
社
会
保
障
施
策

の
改
善
を
要
望
し
て
い
く
。

が
５
年
連
続
県
下
ワ
ー
ス

ト
１
で
、
原
因
は
保
険
料

が
高
い
こ
と
。
法
定
外
繰

入
金
を
増
や
し
て
保
険
料

を
軽
減
し
て
、
市
民
が
安

心
し
て
医
療
機
関
に
か
か

れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
」「
短
期
保
険
証
や
資

格
証
明
書
を
発
行
せ
ず

に
、
全
員
に
保
険
証
の
発

行
を
」
な
ど
と
訴
え
た

が
、
市
は
「
相
談
窓
口
も

設
け
て
対
応
し
て
い
る
」

尼
崎
社
保
協
が
市
と
懇
談

マ
イ
ナ
保
険
証
、国
保
、介
護
、

高
齢
者
施
策
で
改
善
を
求
め
る

社保協メンバーと尼崎市（奥）が自治体の
福祉改善を求め懇談　　　　　　　　　　

図
１　

Ｊ
Ｄ
Ａ
Ｔ
兵
庫　

第
１
陣
メ
ン

バ
ー
（
石
川
県
歯
科
医
師
会
館
に
て
）

図
３
・
４　

輪
島
市
街
地
で
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
家
屋
が
倒
壊
し
て
い
た

（
河
井
地
区　

朝
市
周
辺
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

図
２　

Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
の
拠
点
・
石
川
県

能
登
北
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
住

民
避
難
状
況
を
示
す
地
図　
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〈インレーを支台とするブリッジ〉

〈有床義歯床下粘膜調整処置（Ｔ.コンデ）〉

Ｑ１　インレーを支台とするブリッ
ジは認められるか。
Ａ１　認められます。インレーを支

Ｑ２　上顎の義歯を新製し装着した
義管の算定と同日に同部位旧義歯の
Ｔ.コンデを算定できるか？
Ａ２　算定できません。Ｔ.コンデ
は、有床義歯の新製または床裏装に
着手する日より前に、旧義歯の不適
合の原因である床下粘膜の異常を改
善するため、旧義歯を調整しながら
粘膜調整剤を用いて粘膜を安定させ
る調整を行った場合に算定できる点
数です。
　病名は、「MT、床下粘膜異常」
「MTリソウ、床下粘膜異常」。
　なお、新義歯が即時義歯の場合
は、義管の算定後、同月にＴ.コン
デや、床裏装（６カ月以内の床裏装
は所定点数の50／100、装着料は100
／100）は算定できます。
Ｑ３　歯リハ１（１）とＴ.コンデ
を算定後、同月同部位に義歯を新製
した場合義管を算定できるか？
Ａ３　Ｔ.コンデ後に新製義歯を装

台とするブリッジで、１歯でも冠形
態があれば、補管の対象となりま
す。

着した場合は、義管が算定できます
が、同月に歯リハ１（１）との併算
定はできませんのでご注意くださ
い。月内に新製義歯の装着をする場
合は、月初めの受診時に歯リハ１
（１）の算定をしなければ、義管は
算定できます。
　なお、Ｔ.コンデは新製や床裏装
が前提ですので、Ｔ.コンデを何度
も繰り返し算定するのみでは審査か
ら指摘を受けることがあります。
Ｑ４　１顎２床の義歯に対しＴ.コ
ンデ後、それぞれの義歯に床裏装を
行った場合、Ｔ.コンデと床裏装は
装置ごとに算定するのか。
Ａ４　Ｔ.コンデは１顎単位の算定
ですから×１、床裏装は装置ごとの
算定ですので、それぞれ義歯の歯数
に応じた点数を算定します。病名例
「65　56床下粘膜異常、MTリソ
ウ」、「摘要」欄に「１顎２床」と記
載。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
に
お
い
て

も
、
芦
屋
市
医
師
会
に
お
い
て

も
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
存
在
で

あ
っ
た
幸
原
久
先
生
が
逝
っ
て
し

ま
わ
れ
た
。

　

最
近
に
お
会
い
し
た
の
は
、
何

年
か
前
の
秋
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の

後
の
懇
親
会
の
席
で
し
た
。
私
の

左
横
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
幸
原
先

生
が
突
然
私
の
肩
に
頭
を
の
せ
ら

れ
た
の
だ
っ
た
。

　

「
先
生
!!　

冗
談
な
さ
っ
て

!!
」
と
横
を
見
る
と
、
ぐ
ら
り
と

身
体
が
傾
い
て
き
て
大
騒
ぎ
と
な

っ
た
。
そ
の
後
閉
院
さ
れ
、
施
設

へ
入
所
さ
れ
た
と
聞
い
た
。

　

協
会
で
は
長
ら
く
新
聞
部
長
を

務
め
ら
れ
、
当
時
は
事
務
局
の
柳

原
ゆ
き
子
さ
ん
が
、
校
正
の
た
め

の
原
稿
を
幸
原
先
生
宅
ま
で
運

び
、
夜
遅
く
ま
で
校
正
の
作
業
を

続
け
て
お
ら
れ
た
と
聞
い
て
い

た
。

　

あ
る
日
突
然
、「
バ
ッ
タ
屋
か

ら
」
と
書
か
れ
た
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
芦
屋

市
の
会
員
宛
て
に
届
い
た
。

　

幸
原
先
生
は
大
の
機
械
好
き

で
、
カ
メ
ラ
で
も
何
で
も
最
進

（
新
）
の
も
の
を
手
に
入
れ
て
お

ら
れ
た
。
聞
く
と
「
バ
ッ
タ
屋

で
」
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
く

る
。
例
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
っ
た
Ｆ
Ａ

Ｘ
機
も
長
年
の
よ
し
み
で
「
バ
ッ

タ
屋
」
で
安
く
会
員
の
た
め
に
手

に
入
れ
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
新
聞
原
稿
の
投
稿
や
原
稿
の

校
正
に
大
き
な
利
便
性
を
与
え
た

の
で
あ
る
。

　

お
か
げ
で
、
私
が
新
聞
部
長
を

引
き
継
い
で
か
ら
も
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
助

け
で
ス
ム
ー
ズ
に
仕
事
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。

　

幸
原
先
生
と
言
え
ば
ゴ
ル
フ
を

抜
く
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
ゴ
ル

フ
の
遠
征
旅
行
は
も
と
よ
り
、
毎

週
木
曜
日
の
午
後
、
芦
屋
カ
ン
ト

リ
ー
で
の
プ
レ
イ
に
誘
っ
て
い
た

だ
く
な
ど
、
大
変
お
世
話
に
な
っ

た
。

　

結
果
に
こ
だ
わ
ら
な
い
方
で
、

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
も
ミ
ス
シ
ョ
ッ

ト
も
す
べ
て
呑
み
込
ん
で
く
だ
さ

る
素
敵
な
大
人
だ
っ
た
。

　

俳
句
部
の
句
会
で
、
私
も
数
回

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
ゴ

ル
フ
ボ
ー
ル
の
上
に
と
ま
っ
た
ト

ン
ボ
の
句
が
印
象
に
残
っ
て
い

る
。

　

保
険
医
の
生
活
と
権
利
を
守
る

た
め
の
団
体
を
作
ろ
う
と
協
会
の

設
立
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
、
芦
屋

非
核
平
和
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会

の
実
行
委
員
長
と
し
て
、
核
廃
絶

の
た
め
の
活
動
に
熱
心
に
と
り
組

ま
れ
た
こ
と
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、

先
生
の
大
き
な
功
績
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
私
は
い
ま
だ
に

　

幸
原
先
生
の
学
生
時
代
は
飛
び

級
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。
普

通
中
学
校
が
５
年
生
ま
で
あ
り
ま

し
た
が
、
４
年
終
了
時
で
も
上
級

学
校
の
受
験
資
格
を
与
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
幸
原
先
生
は
４
年
終

了
時
に
旧
制
高
等
学
校
に
合
格
さ

れ
た
秀
才
の
一
人
で
す
。

　

先
生
は
外
見
は
温
和
で
、
温
か

さ
を
感
じ
さ
せ
る
風
貌
を
し
て
お

ら
れ
、
そ
の
外
観
に
適
う
よ
う

に
、
心
も
至
っ
て
豊
か
で
ゆ
っ
た

り
と
し
て
お
ら
れ
る
、
非
常
に
円

満
な
人
格
者
で
し
た
。

　

周
囲
の
人
に
対
し
て
も
、
相
手

の
態
度
を
や
さ
し
く
見
守
っ
て
い

る
よ
う
な
、
細
や
か
な
神
経
を
併

せ
持
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
そ
ば

に
い
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
、
ホ
ッ

と
す
る
雰
囲
気
が
あ
り
ま
し
た
。

素
朴
で
飾
り
気
の
な
い
性
格
を
し

て
お
ら
れ
、
付
き
合
っ
て
み
る
と

気
を
許
し
た
交
際
が
で
き
ま
す
。

　

一
見
朴ぼ

く

訥と
つ

と
し
た
人
に
思
え
る

の
で
す
が
、
内
面
的
に
は
神
経
質

で
、
感
受
性
も
鋭
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
非
常
に
頭
の

良
い
方
で
、
こ
う
し
た
面
は
無
意

識
に
奥
深
く
に
し
ま
い
こ
ん
で
し

ま
う
の
で
す
。

　

面
白
い
の
は
、
購
読
さ
れ
て
お

ら
れ
る
新
聞
が
、
日
本
経
済
新
聞

と
赤
旗
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
両

極
端
を
眺
め
て
、
世
情
を
判
断
し

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
協
会
の
新
聞

部
長
を
長
ら
く
務
め
ら
れ
た
の

も
、
こ
の
判
断
力
が
あ
っ
た
か
ら

こ
そ
で
し
ょ
う
。

　

趣
味
は
ビ
デ
オ
撮
影
で
、
研
究

会
の
ビ
デ
オ
を
た
く
さ
ん
い
た
だ

き
ま
し
た
。
研
究
会
は
聴
衆
だ
け

で
な
く
、
阪
神
循
環
器
談
話
会
は

１
９
７
２
年
の
第
１
回
か
ら
、
芦

屋
市
医
師
会
の
心
電
図
研
究
会
は

６
０
０
回
以
上
世
話
人
を
務
め
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

権
威
に
容
易
に
迎
合
し
た
り
、

密
着
す
る
の
を
嫌
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
筋
が
通
ら
な
け
れ
ば
、
は

っ
き
り
と
拒
絶
す
る
反
骨
精
神
も

旺
盛
で
し
た
。
か
と
い
っ
て
孤
高

の
人
を
気
取
っ
た
り
、
近
づ
き
が

た
い
ム
ー
ド
を
作
っ
た
り
す
る
人

で
は
な
く
、
意
外
と
人
懐
っ
こ

く
、
人
受
け
の
良
い
先
生
で
、
大

衆
的
な
香
り
の
あ
る
先
生
で
し

た
。

　

勝
ち
気
で
負
け
ず
嫌
い
で
す
が

社
会
的
に
は
一
歩
引
い
た
と
こ
ろ

に
身
を
置
き
、
物
事
を
じ
っ
く
り

観
察
す
る
性
格
で
、
こ
つ
こ
つ
と

地
道
な
努
力
を
続
け
ら
れ
る
面
が

お
あ
り
で
し
た
。
与
え
ら
れ
た
立

場
と
仕
事
を
着
実
に
守
り
、
世
俗

的
な
欲
に
取
り
つ
か
れ
る
こ
と
も

な
い
の
で
、
周
囲
の
信
頼
は
非
常

に
厚
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

自
分
に
は
厳
し
く
、
何
事
に
つ

け
て
も
自
己
管
理
は
ビ
シ
ッ
と
け

じ
め
を
つ
け
、
無
駄
な
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
さ
れ
ま
せ
ん
。
他
人
に
は

や
さ
し
さ
を
持
ち
、
頼
ま
れ
る
と

イ
ヤ
と
は
言
え
な
い
人
情
家
で
、

自
分
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
も
、

一
肌
脱
が
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、

情
の
厚
さ
が
あ
る
方
で
し
た
。

　

惜
し
い
お
方
を
失
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

「
バ
ッ
タ
屋
」
な
る
も
の
の
正
体

を
知
ら
な
い
の
で
す
。

　

先
生
、
教
え
て
!!

幸
原
久
先
生
を
悼
む

円
満
温
厚
・
幸
原
久
先
生

副
理
事
長　
　

多
田　
　

梢

理
事　
　

岡
本　

好
司

非営利だから掛金を安く
保障を手厚く

次回受付は４月１日開始

ドクターに最適を
提供します

※サイバー保険もお問い合わせください。
積立年金DefL（デフエル）、
保険医年金の受付は４月１日開始です

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す

佐
々
木
義
信
先
生

須
磨
区　

外
科

９
月
26
日

享
年
81
歳

辰
巳　
　

茂
先
生

姫
路
市　

内
・
循
環
器
・
胃
腸
・
放
科

１
月
15
日

享
年
91
歳

小
島　

正
守
先
生

垂
水
区　

内
科
・
小
児
科

11
月
14
日

享
年
94
歳

八
重
垣
璟
司
先
生

た
つ
の
市　

外
科

１
月
27
日

享
年
91
歳

宗
實　

孝
昭
先
生

姫
路
市　

外
科

１
月
28
日

享
年
87
歳

追悼　幸原　久先生
　協会の前身である「保険医クラブ」の時
代から役員を務め、新聞の責任者として
1000号以上にわたって新聞を発行された、
幸原久先生が１月10日、逝去された。多田
梢副理事長、岡本好司理事の追悼文を掲載
する。

1925年７月生まれ。1952年米子医
大卒業、58年１月に芦屋市で幸原
医院開業
協会理事 69年６月～2000年５月
副議長 00年６月～03年５月　
監事 03年６月～17年５月　
顧問 17年６月～　　　　　
新聞部長 73年６月～99年５月　
審査対策委員長 89年６月～91年５月　
西宮・芦屋支部世話人
 78年６月～81年10月　
同副支部長 81年11月～99年10月　
同監査役 99年11月～2004年４月
同相談役 04年５月～　　　　　
保団連幹事 80年２月～92年１月　

幸原 久先生（享年98歳）
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国
会
で
国
民
の
思
い
を
代
弁
す

る
こ
と
は
国
民
か
ら
選
挙
で
選
ば

れ
た
国
会
議
員
の
一
つ
の
重
要
な

役
割
で
あ
る
。

　

今
回
の
政
府
が
決
定
し
た
保
険

証
廃
止
に
つ
い
て
、
世
論
調
査
で

は
70
％
が
反
対
だ
っ
た
。
保
険
医

協
会
が
主
導
し
て
い
る
「
保
険
証

を
そ
の
ま
ま
残
し
て
く
だ
さ
い
」

の
署
名
運
動
に
お
い
て
、
私
が
患

者
さ
ん
に
状
況
を
説
明
し
、
反
対

の
署
名
を
お
願
い
す
る
と
、「
自

民
党
員
な
の
で
サ
イ
ン
で
き
な

い
」
と
言
わ
れ
た
一
人
を
除
い
て

全
員
が
保
険
証
廃
止
に
反
対
で
あ

り
、
６
０
０
名
以
上
の
反
対
署
名

を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

保
険
証
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を

知
ら
な
か
っ
た
人
も
半
数
以
上
存

在
し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
参
し

た
人
で
も
国
の
サ
ー
バ
ー
の
不
安

定
さ
な
ど
の
問
題
点
を
知
っ
て
い

る
人
は
少
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
世
論
調
査
で
反
対
と
さ
れ
な

か
っ
た
残
り
の
30
％
の
人
々
も
、

保
険
証
廃
止
の
問
題
点
を
き
ち
ん

と
理
解
で
き
れ
ば
保
険
証
廃
止
に

反
対
で
あ
る
と
想
像
で
き
る
。

　

し
か
し
、
国
会
議
員
を
通
し

て
、
上
記
の
国
民
の
意
見
は
国
会

に
到
達
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

「
所
属
政
党
は
こ
の
法
案
に
賛
成

だ
か
ら
、
国
会
で
反
対
質
問
は
で

き
な
い
」
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で

あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
国
民
は
、
政
党
も
選

ぶ
が
国
会
議
員
個
人
を
信
頼
し
て

選
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
国
民
の

過
半
数
以
上
の
反
対
が
あ
っ
て

も
、
所
属
政
党
が
賛
成
し
て
い
る

と
い
う
理
由
で
国
会
議
員
が
国
会

で
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
な
ら
こ
れ

は
民
主
政
治
で
は
な
い
だ
ろ
う

し
、
国
会
議
員
で
は
な
く
党
の
み

の
選
挙
で
足
り
う
る
。

　

昨
今
の
統
一
教
会
の
問
題
に
お

い
て
も
、
被
害
者
ら
は
国
会
議
員

に
長
年
に
わ
た
り
改
善
を
お
願
い

し
た
だ
ろ
う
が
、
当
該
政
党
が
統

一
教
会
と
ズ
ブ
ズ
ブ
の
関
係
で
あ

っ
た
た
め
に
安
倍
首
相
が
暗
殺
さ

れ
る
ま
で
国
会
で
取
り
上
げ
ら
れ

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
権
力
に
対

し
て
従
順
な
マ
ス
コ
ミ
に
は
、
権

力
の
間
違
っ
た
方
向
性
を
是
正
す

る
と
い
う
役
割
を
期
待
で
き
な

い
。

　

間
違
っ
た
政
策
を
す
れ
ば
「
次

の
選
挙
で
国
民
か
ら
審
判
が
下

る
」
と
は
い
え
、
15
年
前
、
期
待

し
た
民
主
党
政
権
の
悪
夢
を
考
え

る
と
、
次
の
選
挙
で
も
私
は
自
民

党
以
外
の
選
択
は
消
去
法
で
あ
り

え
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

国
会
議
員
の
役
割

―
保
険
証
廃
止
に
お
け
る

国
会
議
員
の
反
応
か
ら
―　

長
ー
い
名
前

西
宮
市　
　

伊
賀　

幹
二

灘
区　
　

岡
本　

好
司

　

長
い
名
前
で
有
名
な
も
の
の
一

つ
に
落
語
の
「
じ
ゅ
げ
む
」
が
あ

る
。

　

「
寿
限
無　

寿
限
無　

五ご

劫こ
う

の

擦
り
切
れ　

海か
い

砂じ
ゃ

利り

水す
い

魚ぎ
ょ

の
水す

い

行ぎ
ょ
う

末ま
つ　

雲
来
末　

風
来
松　

食

う
寝
る
と
こ
ろ
に
住
む
と
こ
ろ　

や
ぶ
ら
こ
う
じ
の
ぶ
ら
こ
う
じ　

パ
イ
ポ
パ
イ
ポ　

パ
イ
ポ
の　

シ

ュ
ー
リ
ン
ガ
ン　

シ
ュ
ー
リ
ン
ガ

ン
の
グ
ー
リ
ン
ダ
イ　

グ
ー
リ
ン

ダ
イ
の
ポ
ン
ポ
コ
ピ
ー
の
ポ
ン
ポ

コ
ナ
の
長
久
命
の
長
助
」
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
落
語
の
話
で
あ
る

が
、
昔
は
本
当
に
長
い
名
前
が
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

『
姓
名
学
大
系
』
に
よ
る
と
、

姓
・
名
合
わ
せ
て
十
字
以
上
の
も

の
が
多
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
中
で
一
つ
、
二
つ
を
取
り
上
げ

て
み
る
と
、「
清
水
子
丑
寅
卯
辰

巳
午
未
申
酉
戌
亥
太
郎
」
が
あ

り
、「
服
部
権
冶
七
郎
右
衛
門
久

休
助
慶
介
源
安
永
」
の
ほ
か
、
十

以
上
記
載
さ
れ
て
い
る
。
署
名
は

大
変
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

こ
れ
ら
の
名
前
は
恐
ら
く
そ
の

方
の
御
先
祖
で
活
躍
さ
れ
た
方
の

お
名
前
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、

そ
の
方
々
は
こ
れ
以
上
に
活
躍
さ

れ
る
よ
う
に
願
う
、
親
の
深
い
愛

情
が
こ
も
っ
て
い
る
と
思
っ
た
。

　

少
し
横
道
に
逸
れ
る
が
、
そ
の

本
の
中
に
、
南
野
ソ
ノ
、
有
馬
セ

ン
、
畠
山
い
も
こ
、
瓜
野
タ
ネ
、

間
瀬
照
代
、
田
邊
玉
枝
、
佐
瀬
マ

ス
、
大
洞
ふ
き
が
あ
り
、
腰
巻
ト

ク
に
至
っ
て
は
ふ
ざ
け
る
な
、
自

分
の
子
ど
も
を
何
と
思
っ
て
い
る

の
か
と
言
い
た
い
。

　

日
本
だ
け
で
な
く
外
国
に
長
い

名
前
の
方
が
お
ら
れ
る
と
長
男
が

教
え
て
く
れ
た
。

　

そ
の
一
人
が
有
名
な
ピ
カ
ソ
で

あ
る
。

　

「
パ
ブ
ロ
・
デ
ィ
エ
ー
ゴ
・
ホ

セ
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
デ
・
パ
ウ

ラ
・
ホ
ア
ン
・
ネ
ポ
ム
セ
ー
ノ
・

マ
リ
ア
・
デ
・
ロ
ス
・
レ
メ
デ
ィ

オ
ス
・
ク
リ
ス
ピ
ー
ン
・
ク
リ
ス

ピ
ア
ー
ノ
・
デ
・
ラ
・
サ
ン
デ
ィ

シ
マ
・
ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
・
ル
イ
ス

・
イ
・
ピ
カ
ソ
」
で
あ
る
。

　

長
男
が
調
べ
て
く
れ
た
と
こ
ろ

で
は
ピ
カ
ソ
の
出
身
地
の
マ
ラ
ガ

で
は
、
長
い
名
前
が
普
通
だ
っ
た

そ
う
で
あ
る
。
ゴ
シ
ッ
ク
の
部
分

は
洗
礼
時
に
追
加
さ
れ
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
外
国
で
も
有
名
人

の
名
前
を
取
っ
た
り
し
て
、
子
ど

も
の
成
功
を
願
う
よ
う
で
あ
る
。

洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
親
心
は
有

難
い
。

　

ピ
カ
ソ
は
名
前
が
長
す
ぎ
て
、

自
分
の
名
前
で
あ
り
な
が
ら
、
う

ま
く
言
え
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
日
本
人
で
こ
の
名
前
を
な
ん

と
、
ス
ラ
ス
ラ
と
言
え
る
若
者
が

い
た
。

　

そ
の
若
者
は
今
度
大
学
一
年
生

に
な
る
青
年
（
長
男
の
三
男
）
で

あ
る
。

夜
明
け
の　
　

す
べ
て　
　
　

白岩一心
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は
渡
さ
れ
た
』
で
、
２
０
１
９
年

本
屋
大
賞
を
受
賞
し
た
瀬
尾
ま
い

こ
さ
ん
の
同
名
原
作
小
説
を
、
映

画
「
ケ
イ
コ　

目
を
澄
ま
せ
て
」

が
、
国
内
外
で
絶
賛
を
浴
び
た
三

宅
唱
さ
ん
が
監
督
指
揮
し
、
映
画

化
し
ま
し
た
。

　

主
演
を
務
め
る
の
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
カ
ム
カ
ム
エ

ヴ
リ
バ
デ
ィ
」
で
夫
婦
役
を
演
じ

た
松
村
北
斗
さ
ん
と
上
白
石
萌
音

さ
ん
で
す
。
世
代
を
超
え
て
人
生

の
様
々
な
瞬
間
に
、
何
度
も
思
い

出
す
よ
う
な
大
切
な
作
品
の
一
本

に
な
る
、「
令
和
視
点
」
で
の
新

た
な
傑
作
映
画
と
思
い
ま
す
。

　

月
に
一
度
、
Ｐ
Ｍ
Ｓ
で
、
イ
ラ

イ
ラ
や
不
安
が
抑
え
ら
れ
な
く
な

る
藤
沢
美
紗
（
上
白
石
萌
音
さ

ん
）
は
、
あ
る
日
、
同
僚
・
山
添

孝
俊
（
松
村
北
斗
さ
ん
）
の
あ
る

小
さ
な
行
動
が
き
っ
か
け
で
怒
り

を
爆
発
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
、
転
職
し
て
き
た
ば
か
り
だ
と

い
う
の
に
、
や
る
気
が
な
さ
そ
う

に
見
え
て
い
た
山
添
も
、「
パ
ニ

ッ
ク
障
害
」
を
抱
え
て
い
て
、
様

々
な
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
生
き
が

い
も
気
力
も
失
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
職
場
の
人
た
ち
の
理
解

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
、
友
達
で
も

恋
人
で
も
な
い
け
れ
ど
も
、
ど
こ

か
同
志
の
よ
う
な
特
別
な
気
持
ち

が
芽
生
え
て
い
く
二
人
。

　

い
つ
か
、
自
分
の
症
状
は
改
善

さ
れ
な
く
て
も
、
相
手
を
助
け
る

こ
と
は
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
温
か
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
交
流
で
物
語
は
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
Ｐ
Ｍ
Ｓ
」
や
「
パ
ニ
ッ
ク
障

害
」
に
対
し
、
世
間
で
は
誤
解
が

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

特
に
、「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
に
お

い
て
は
、
歯
科
医
療
機
関
が
治
療

を
断
る
場
合
も
耳
に
し
ま

し
た
。

　

就
職
活
動
を
す
る
学
生

　

女
性
に
し
か
分
か
ら
な
い
Ｐ
Ｍ

Ｓ
（
月
経
前
症
候
群
）
と
21
世
紀

に
な
っ
て
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
「
パ
ニ
ッ
ク
障
害
」
に

焦
点
を
当
て
た
人
間
模
様
を
描
い

た
映
画
「
夜
明
け
の
す
べ
て
」
を

紹
介
し
ま
す
。
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
う
医
療
提
供
の
た
め
に
は
、
患

者
さ
ん
目
線
、
女
性
の
立
場
を
考

え
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

　

本
映
画
は
『
そ
し
て
、
バ
ト
ン

に
お
い
て
は
、
既
往
歴
、
現
病
歴

を
書
類
選
考
の
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー

ト
に
記
載
し
た
だ
け
で
、
２
次
選

考
に
進
め
な
い
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
や
た
ば
こ
の

依
存
症
よ
り
も
、
差
別
偏
見
が
大

き
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

正
し
い
知
識
を
医
師
だ
け
で
な

く
、
歯
科
医
師
を
は
じ
め
医
療
関

係
者
、
介
護
関
係
者
の
方
々
も
知

っ
て
お
く
と
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
連
携
に
も
つ
な
が
る
と

思
い
ま
す
。

　

映
画
は
、
希
望
と
夢
と
ほ
ん
わ

か
し
た
恋
愛
や
地
域
の
理
解
も
強

調
さ
れ
て
い
ま
す
。
社
会
の
意
識

改
革
を
思
い
な
が
ら
、
ぜ
ひ
と
も

映
画
館
で
鑑
賞
し
て
ほ
し
い
作
品

で
す
。

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

川
柳

詠
み
人　

お
さ
む

裏
金
で　

贅
沢
し
ま
せ
ん

裏
金
で　

贅
沢
し
ま
せ
ん 

票
は
買
う

票
は
買
う

政
治
に
は　

金
が
か
か
る
の　

票
買
い
に

政
治
に
は　

金
が
か
か
る
の　

票
買
い
に

下
野
し
な
い　

為
に
要
る
の
よ　

裏
金
が

下
野
し
な
い　

為
に
要
る
の
よ　

裏
金
が

バ
ッ
ク
よ
り　

直
接
売
っ
て　

裏
金
に

バ
ッ
ク
よ
り　

直
接
売
っ
て　

裏
金
に

国
民
の　

怒
り
は
一
つ　

不
平
等

国
民
の　

怒
り
は
一
つ　

不
平
等

領
収
書　

議
員
は
不
要　

民
必
要

領
収
書　

議
員
は
不
要　

民
必
要

脱
税
を　

派
閥
解
散　

煙
に
巻
き

脱
税
を　

派
閥
解
散　

煙
に
巻
き

不
平
等　

上
級
国
民　

捕
ま
ら
ず

不
平
等　

上
級
国
民　

捕
ま
ら
ず

認
め
た
ら　

無
く
な
っ
て
し
ま
う　

公
民
権

認
め
た
ら　

無
く
な
っ
て
し
ま
う　

公
民
権

脱
税
を　

調
べ
ぬ
マ
ル
サ　

ボ
ス
太
郎
（
麻
生
）

脱
税
を　

調
べ
ぬ
マ
ル
サ　

ボ
ス
太
郎
（
麻
生
）

特別金利キャンペーン実施中特別金利キャンペーン実施中!!

まずはお気軽にお問い合わせください。☎078－393－1805 融資部まで

京都銀行提携融資制度京都銀行提携融資制度融資部より

　協会と京都銀行の提
携融資制度は、期間限
定の特別金利キャンペ
ーンを実施していま
す。通常より年0.4％
優遇金利となります。
借り換えも可能、手数
料も通常より優遇して
いますので、ぜひご利
用ください。

※1000万円までは原則、担保不要
※歯科は＋0.2%、新長期プライムレート連動
※診療報酬振込口座の社保・国保いずれか片方指定

資金種類 利率 限度額
運転資金 1.075％ ➡ 0.675％ 1000万円

設備資金 1.075％ ➡ 0.675％ １億3000万円

新規開業資金 1.275％ ➡ 0.875％ 6000万円

子弟教育資金 1.275％ ➡ 0.875％ 3000万円

2024年２月１日現在

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

Ⓒ
瀬
尾
ま
い
こ
／
２
０
２
４
「
夜
明
け

の
す
べ
て
」
製
作
委
員
会　
　
　
　
　

日　時　３月10日（日）13時30分～15時30分
講　師　 高崎経済大学　学長　水口　剛先生（オンラインでのご講演となります）
会　場　大阪府保険医会館（なんば駅から徒歩10分）＆オンライン講演

【Zoomによる視聴の申し込み】
右の二次元コードから前日までにご登録お願いします。

来場お申し込み、お問い合わせは、☎078－393－1807まで

近畿反核医師懇談会・特別企画「未来を変えるESG投資」
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確
定
申
告
と
日
常
業
務
の
双
方
に
対
応
。
医

業
所
得
の
計
算
、
損
益
計
算
書
の
作
成
、
措

置
法
の
選
択
、
確
定
申
告
書
の
記
載
例
な
ど

詳
述
。
そ
の
他
、
承
継
・
閉
院
、
ス
タ
ッ
フ

の
税
務
と
給
与
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
や
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
な
ど
も
解
説

確定申告個別相談会確定申告個別相談会
日　時　 ３月２日（土）
　　　　３月３日（日）
　　　　13時～16時のうち１時間
会　場　協会会議室
費　用　
相談料（相談のみの方） １万円
申告書自己提出の方 ２万円
措置法26条による申告書作成 ３万円～
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～
※ ２月27日（火）までに要事前予約。
　先着順に受付

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

（７・６面「確定申告の留意点」のつづき）

の年の消費税の申告義務の有無を判
断します。基準期間の課税売上高が
1,000万円以下の場合は、免税事業
者となり、消費税の申告は不要で
す。
　ただし、平成25年以降は、基準期
間の課税売上高が1,000万円以下で
あっても、その前年（令和４年）１
月１日から６月30日までの期間の課
税売上高（課税売上高に代えてその
期間に支払った給与等の支払金額で
判定することもできます）が1,000
万円超である場合には、その年（令
和５年）は課税事業者となります。
２ ．消費税の課税売上となる医業収
入等

　通常の医業収入等について、消費
税の課税売上、非課税売上、不課税
売上を区分することが必要です。
①課税売上
　自由診療収入（文書料、処理費等
を含む）のうち、下記の②以外のも
の、新型コロナウイルスワクチン接
種費用、事業用資産の売却収入等
②非課税売上
　保険診療収入、助産収入、自賠責
収入、労災収入、居住用賃貸家屋に
伴う収入、地代収入等
③不課税売上
　新型コロナウイルスワクチン接種
のための支援事業、公的補助金、助
成金、生損保満期返戻金、生損保解
約金収入等
３．消費税の計算方法
　消費税の計算方法には、本則課税
と簡易課税がありますが、詳しくは
税理士、あるいは協会にお問い合わ
せください。
４ ．新型コロナウイルスワクチン接
種費用

　政府は、新型コロナウイルスワク
チン接種を推進するために様々な支
援策を行っています。ワクチン接種
は、予防接種と同じ取り扱いで保険

診療収入とされておらず、消費税は
課税（国税庁FAQ問14－３）となり
ます。個別接種促進のための支援事
業については、ワクチン接種の対価
として支給されるものではなく、診
療所におけるさらなる接種回数の底
上げを図るための協力金の性質を有
し、消費税は不課税となります。同
じ新型コロナウイルスワクチン接種
のための収入であっても、内容によ
って消費税の取り扱いが異なるの
で、注意が必要です。

Ⅷ ．マイナンバー制度につ
いて

　マイナンバー制度の導入に伴い、
所得税の確定申告書の記載にあたっ
て、納税者本人、配偶者控除を受け
る場合の配偶者、扶養控除を受ける
場合の扶養親族（16歳未満の年少扶
養親族を含む）、事業専従者のマイ
ナンバーを記載しなければならなく
なりました。また、申告書の提出に
際しても、本人確認書類の提示また
は写しの添付が必要となりました。
ただし、マイナンバーを記載しない
確定申告書もなお有効であり、受付
が断られるわけではありません。

Ⅸ．インボイス制度について

　令和５年10月１日から、消費税の
仕入税額控除の方式としてインボイ
ス制度（適格請求書等保存方式）が
開始されました。
　適格請求書（インボイス）とは、
売手が買手に対して、正確な適用税
率や消費税額等を伝えるものです。
　具体的には、現行の「区分記載請
求書」に「登録番号」、「適用税率」
及び「消費税額等」の記載が追加さ
れた書類やデータをいいます。適格
請求書（インボイス）を発行できる
のは『適格請求書発行事業者』＝課
税事業者に限られ、この『適格請求
書発行事業者』になるためには、納

税地を所轄する税務署長に登録申請
書を提出し登録を受ける必要があり
ます。
　『適格請求書発行事業者』となる
ための登録申請はすでに開始されて
いますが、免税事業者が課税事業者
を選択する場合には激変緩和措置と
して納税額を売上税額の２割に軽減
する（２割特例）が新設されていま
す。

Ⅹ．電子帳簿保存法の改正

　令和４年１月１日より電子帳簿保
存法が改正されました。事業者に関
係する取引に際して受領、または交
付する領収証や請求書を電子データ
でやり取りした場合、令和５年12月
31日までは領収証や請求書を紙にプ
リントアウトして保存することが認
められていましたが、令和６年１月
１日以後電子的にやりとりをした場
合には、その電子データを保存しな
ければなりません。この保存の際に
は改ざん防止措置を行い、日付、金
額、取引先を検索できる必要があり

ます。改ざん防止措置として事務処
理規程を制定するという方法もあり
ます。
　ただし、準備が間に合わない事業
者に配慮して所轄税務署長が「相当
の理由」（人手不足、資金不足等）
があると認める場合（事前申請は不
要）には税務調査の際に電子取引デ
ータをプリントアウトして書面の提
示・提出、データのダウンロードが
できるようにしておけばよいとされ
ています。

Ⅺ．終わりに

　所得税、贈与税の確定申告期限
（提出、納付期限）は３月15日、消
費税の確定申告期限（提出、納付期
限）は４月１日です。今年の振替納
税による口座引落としは、所得税は
４月23日、消費税は４月30日です。
期限に遅れると加算税や延滞税が課
されます。青色申告特別控除など期
限後申告となった場合に適用ができ
ない取り扱いになっている規定もあ
りますから、注意が必要です。

会員無料。ご注文は、☎078－393－1807まで

税・医療・介護・生活保護等役立つ制度を解説

　税金・医療・介護・生活保護等、幅広く制度の内容に
ついて解説。協会も加入する兵庫県社会保障推進協議会
が隔年で発行しているものです。（発行：2022年９月）

「くらしと命を守るハンドブック」「くらしと命を守るハンドブック」
2022－2023年版 ご活用ください2022－2023年版 ご活用ください

スタッフの採用・育成でお困りではありませんか？ 経営状況を把握していますか？

医院経営に関する幅広い知識を習得できる！

医院経営研究会 ご入会くださご入会ください!い!

◎毎月のセミナー（１回3,000円）を参加費無料で受講できます
　（パソコン講座（通常7,000円）はパソコン使用料1,000円のみを頂きます）
◎セミナーのテキストとレポート（通常2,000円）を無料でお届けします
◎協会推奨の伝票類（通常１冊200円）が無料でご利用いただけます
◎税理士や社労士など専門家との個別相談が無料（年２回まで。通常１時間5000円）
◎ 医院経営にすぐ役立つ書籍（通常1,000円）を改訂毎に無料でお届けします

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

会費は月額2,000円

６月　日常記帳基礎講座
７月　パソコン記帳講座
８月　 消費税の仕組みと 

インボイス制度
９月　 スタッフの社会保険料・税

金
10月　ホームページ作成
11月　心が安全な職場づくり
12月　決算処理のポイント

2023年（終了分）
１月　パソコン決算講座
１月～２月　 税務個別相談
２月初旬　　 確定申告研究会
４月27日（土）労務に関する法改正（仮）
５月25日（土）医院経営に関する法律
※ 例会は原則として14時30分～17時
に開催。 パソコン記帳以外は、
Zoom配信も予定

※ 2024年６月以降のカリキュラムは
改めてお知らせします

2024年
◆2023年度セミナー（例会）カリキュラム（１月まで終了）
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感 想 文

実際に「弥生会計」を使いながらの決算処理を
行ってみる参加者　　　　　　　　　　　　　
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支払区分「42」（特例高齢者）は70歳代前半の被保険者等に係る一部負担金の軽減特例措置の金額を表示しています。

令和

令和

 （５面につづく）

（７面からのつづき）

できる。
５ ．少額減価償却資産の必要経費算
入

　10万円以上30万円未満の減価償却
資産を購入した場合、事業供用年度
に一括で必要経費に算入できる（上
限300万円）。

Ⅳ ．事業（医業）所得の計算

１ ．保険診療収入が5,000万円以下
の場合

①所得計算の選択（青色申告、白色
申告を問いません）
　㋐実額計算による所得計算
　㋑ 保険診療収入は『四段階の特
例』計算（措置法26条）、自由
診療収入は実額計算

　㋐㋑いずれか有利な計算方法を選
択できます。ただし、特例計算を選
択する場合は申告書２表の特例適用
欄に「措置法26条」と記載すること
が要件となっています。
　また、医業収入総額が7,000万円
を超える場合は、特例計算の選択が
できないこととなっていますので、
ご注意ください。
②『四段階の特例』とは、保険診療
収入金額に「保険診療収入金額に応
じた必要経費率」を乗じた金額を必
要経費とし、保険診療に係る所得を
計算する方法ですが、具体的には、
下表により計算します。

■「四段階の特例」の必要経費の計算法

保険診療収入金額 必要経費率

2,500万円以下の部分 72％

2,500万円超3,000万円以下の部分 70％

3,000万円超4,000万円以下の部分 62％

4,000万円超5,000万円以下の部分 57％

③特例計算を選択する場合の自由診
療等に係る所得の計算は「青色申告
決算書（一般用）付表」《医師及び
歯科医師用》、また白色申告の場合
は「収支内訳書（一般用）付表」
《医師及び歯科医師用》を用いて計
算します（７面参照）。
　保険診療収入は点数からの逆算に
より計算しますので、実額で把握し
た保険診療収入とは異なる場合があ
ります。必要経費については、記帳
に基づき計算された総額を、まず保
険診療収入と自由診療収入ごとに、
固有の経費に区分します。次に共通
経費については、原則として収入金
額基準で配分します。自由診療収入
に対応する固有経費と共通経費のう
ち自由診療収入に配分されたもの
の、合計が自由診療収入の必要経費
となります。
２ ．保険診療収入が5,000万円超の
場合
　保険診療収入が5,000万円超の場
合は、『四段階の特例』は選択でき
ません。記帳に基づき実際の収入、
必要経費を計算します（実額計算）。
３ ．「青色申告決算書」「収支内訳
書」（白色申告書）の作成上の留
意点
①保険診療収入
（ア）国保、支払基金、介護保険等
の通知書から点数逆算金額を算出し
て集計します。具体的には、７面の
収支内訳書記載の方法を参考にして
ください。
（イ）実額計算の場合は、窓口保険
収入と国保、支払基金および介護保
険の振込額を合計した金額となりま
す。なお、未収金を含みます。
②自由診療収入
　窓口自由診療収入（文書料等を含
む）、介護保険の主治医意見書作成
料、特定健診・特定保健指導料等を
集計します。なお、未収金を含みま

す。
③期首棚卸、期中仕入、期末棚卸
　期首棚卸には、令和４年の期末棚
卸額を記入します。期末棚卸には、
令和５年12月31日現在の在庫有高を
記入します。期中仕入は、令和５年
１月１日から令和５年12月31日まで
に納入された薬品等の金額を記入し
ます。毎月の締切日が末日以外の場
合、令和６年１月締め分の請求書か
ら令和５年12月中の仕入高を加算し
なければなりません。
④接待交際費
　税務調査の重点項目とされていま
すから、領収書等に接待、贈答の相
手先、目的等をメモし、事業に直接
関連する費用であることが説明でき
るようにしておくことが必要です。
⑤青色事業専従者給与
　事前に「青色事業専従者給与に関
する届出書」が提出されているこ
と、給与の対価が届出の範囲内の額
で職務対価として適正であること、
従事可能期間のおおむね２分の１以
上の従事期間があること、支給事実
と支払の記帳があること等が要件と
されています。調査に際しては、従
事の程度や適正額であるかどうかに
重点を置かれますので、従事内容、
従事期間、金額の妥当性を説明でき
るようにしておくことが必要です。
⑥家事関連費の処理
　医院と自宅が兼用されている場合
は、電気代、水道代、ガス代、電話
料、固定資産税、借入金利息等につ
いては、家事費になる部分は必要経
費になりませんから、合理的に計算
して必要経費から除外しておくこと
が必要です。医院と自宅が兼用され
ていない場合であっても、必要経費
全般の記帳にあたり、事業との関連
性を説明できるようにしておく必要
があります。

Ⅴ ．助成金・支援金等の 
課税関係

　下記の収入は所得税課税となりま
すので注意が必要です。
１．オンライン資格確認補助金
　オンライン資格確認関係の補助金
は、補助金の「交付決定日」の属す
る年分の事業収入として計上しま
す。システム導入のために支払った
費用は支出した年分の必要経費とし
て処理します。補助金で事業用固定
資産を取得した場合は、その耐用年
数に応じて減価償却をして各年分の
必要経費に算入します。システム改
修費等もオンライン資格確認関係補
助金の対象になります。「圧縮記
帳」を適用する場合は、「国庫補助
金等の総収入金額不算入に関する明
細書」の記入と確定申告書への添付
が必要です。

Ⅵ．その他の所得について

１．給与所得
　校医手当、保健所や医師会の出務
手当等は、「源泉徴収票」で把握
し、申告書に記載します。
２．譲渡所得
　車両や医療機器を下取りに出した
場合は、下取金額を収入金額として
その残存帳簿価額を控除し、そこか
ら50万円の特別控除ができます（譲
渡利益が限度）。５年以上保有した
資産である場合は、さらに２分の１
をした金額が課税対象となります。
譲渡損失がある場合は、他の所得と
損益通算できます。
３．一時所得
　生命保険や保険医年金の解約金・
満期返戻金等は一時所得の収入金額
となります。収入金額から収入を得
るために支払った掛金を控除し、利
益を限度に50万円の特別控除ができ
ます。ここからさらに２分の１をし
た金額が所得となります。
４．雑所得
　原稿料、講演料等の報酬は雑所得
となります。収入からこれに対応す
る費用を控除して所得を計算しま
す。その他、公的年金、私的年金を
受給している場合も雑所得となりま
す。
５．新規開業医の注意点
　新規開業の場合は、本年度は当初
費用が多く収入が少ないこと等によ
り事業所得が赤字である場合があり
ます。このような場合は勤務期間中
の給与所得・退職所得の申告を忘れ
ずにご検討ください。給与・退職金
から源泉徴収された税金がある場合
は、還付の請求ができます。また損
益通算の規定を適用してもまだ控除
しきれない赤字の金額（純損失の金
額）がある場合には、青色申告の場
合、その損失の金額を翌年以後３年
間に繰り越すことができます。

Ⅶ．消費税の計算と申告

１ ．令和５年分の消費税確定申告を
する義務のある者
　令和３年分の「消費税の課税売上
高」が1,000万円超である場合は、
令和５年分の消費税確定申告をする
義務があります。毎年、２年前（基
準期間）の課税売上高によって、そ
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確定数
円

特定入所者介護等
円

介護給付費計
円

認定調査費委託料
（消費税含む）　　

円
処遇改善交付金

円
支払金額

合計

事業所別介護給付費等支払明細書（合計書）
国保連合会→事業所

令和　年　月　日
兵庫県国民健康保険団体連合会

令和５年分
事業所番号 事業所名

兵 庫 県 社 会 保 険 診 療 報 酬 支 払 基 金

5令和

請求
年月 件数 意見書作成料等 消 費 税 支 払 額

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

合計

医療機関コード番号

住
所

氏
名 様

主治医意見書作成料支払明細書（合計書）

兵庫県国民健康保険団体連合会

年　　月　　日
（様式　介主治医204号）

５ ５令和令和

令和５年分収支内訳書（一般用）付表《医師及び歯科医師用》

確定申告確定申告のの留意点留意点令和５年分
協
会
税
務
講
師
団

山
田　

英
信 

税
理
士

 （６面につづく）

Ⅰ．はじめに

　令和５年度税制改正においては、
家計の資産を貯蓄から投資へと振り
向けるため、NISA制度の抜本的拡
充・恒久化を行うとともに、スター
トアップ企業への支援強化のため税
制上の措置を講じています。
　また、相続等への課税についても
一部見直されています。
　以下、所得税、資産税関係につい
て述べていきます。

Ⅱ．主要改正項目

１．NISAの抜本的拡充・恒久化

　株式等の少額投資で得られた利益
が一定期間非課税になるNISA制度
が大幅に拡充されました。
　制度の恒久化、非課税期間の無期
限化を柱とし、年間投資枠は令和６
年以降最大360万円、生涯非課税限
度額は1800万円に拡大されます。
２ ．相続時精算課税制度の見直し
　現行の贈与税110万円の基礎控除
とは別に毎年110万円までの基礎控
除が新設されました。
３ ．相続開始前に贈与があった場合
の相続税の課税価格への加算期間
の延長
　現行の相続開始前３年以内から相
続開始前７年以内へ延長されまし
た。

４ ．教育資金の一括贈与に係る贈与
税の非課税措置の見直し
　適用期限が３年延長され、令和８
年３月31日までの贈与が対象となり
ます。また、結婚・子育て資金の一
括贈与の適用期限が２年延長され、
令和７年３月31日までの贈与が対象
となります。

Ⅲ．青色申告者の特典

　青色申告の承認を受けている方
は、様々な特典があります。代表的
な特典を以下に記載します。くわし
くは税理士、あるいは協会にお問い
合わせください。
１．青色申告特別控除

　所得より10万円（または55万円、
65万円）控除できる。
２．青色事業専従者給与
　配偶者や親族に対する給与を必要
経費に算入できる。
３．純損失の繰越し、繰戻し
　事業所得等に赤字が生じた場合、
翌年以後３年間にわたって繰越し、
または前年に繰戻しができる。
４．各種特別償却、税額控除
　一定の減価償却資産を取得した場
合、特別償却または税額控除ができ
る。また、給与等の引き上げ、試験
研究を行った場合などに税額控除が
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高齢者の咀嚼・嚥下障害と義歯治療

　以前の義歯患者は比較的元気で、
適切な義歯を装着すれば自然に口腔
機能が回復する場合が多かったよう
に思われる。しかし、最近は超高齢
者が増えたために、まず健康状態や
認知機能が低下し、中には義歯だけ
では解決しない咀嚼・嚥下機能障害
を持つ症例も少なくない。
　したがって、義歯治療を行うにあ
たっては、従来のように歯の欠損や
補綴装置のタイプで分類する治療体
系に加えて、咀嚼障害や嚥下障害の
程度や種類（原因疾患）も十分考慮
する必要があり、そこでは義歯治療
のテクニックだけでなく咀嚼・嚥下
機能に関する検査と診断が重要なポ
イントになってくる。

１ ．咀嚼・嚥下障害のリハビリテー
ションにおける義歯治療の意味

　全身状態が健常な義歯患者におい
ては、歯列欠損を義歯で補うことに
よって、固有口腔と咬合面の形態と
上下顎間の咬合支持が回復し、咀嚼
・嚥下機能の改善効果が得られる
（図１）。
　したがって、義歯（特に全部床義
歯）の各部に適切な形態と咬合関係
を与え、機能時に維持・安定の良い
義歯を提供することが、歯科医師の
責任であることは言うまでもない。

２ ．リハの現場で義歯が
　合わない理由とその対策
　リハビリテーション病院や高齢者
施設などで義歯治療を行う場合、ま
ず「合わない義歯」を調整・修理す
る頻度が高い。もともと「合ってい
た義歯」が合わなくなる理由として
は、残存歯列や顎堤の変化だけでな
く、患者自身の口腔機能低下の影響
が見落とせない。
　特に、もともと「合っていなかっ
た義歯」の場合で、患者が健康な時
は何とか使いこなせていたが、全身
状態の低下によりそれができない状
況になったという症例は少なくな
い。床縁や研磨面（歯肉、口蓋な
ど）の形態が不良のために、咀嚼時
に不安定になる全部床義歯はその典
型例である。
　「義歯が外れやすい」からと言っ
て、粘膜面の不適合だけを修正する
のではなく、上記部位の不適合をチ
ェックし、必要に応じて修正する必
要がある。

３ ．舌接触補助床は
　どんな症例に有効か？
　脳血管障害の後遺症や神経疾患、

口腔中咽頭がんの術後、あるいは廃
用による口腔機能低下から咀嚼・嚥
下障害を生じている症例において
は、義歯による口腔機能形態の回復
がただちに機能回復に結びつくわけ
ではなく、リハビリテーションにお
ける「治療的アプローチ」（機能訓
練など）や「代償的アプローチ」
（嚥下法や食形態の調整など）が必
要になる（図２）。
　義歯の装着自体も「代償的アプロ
ーチ」の一種であるが、舌機能が低
下して咀嚼・嚥下・構音時に口蓋と
の接触が十分得られない症例では、
さらなる「代償」として上顎義歯の
口蓋部を厚くする「舌接触補助床
（PAP）」が有効となる場合がある。
　PAPの適用を判断する場合は、臨
床症状の他に、舌圧検査の舌筋力の
低下やパラトグラムによる舌と口蓋
との接触状況の評価を参考にする。
PAPによる治療の詳細については、
下記参考文献１）を参照されたい。

４．簡便な咀嚼能力測定法
　近年、口腔機能低下症の診断や義
歯治療の術前・術後評価として咀嚼
機能関連検査（咀嚼能力検査、咬合
力検査、舌圧検査、顎運動検査な
ど）が保険収載されているが、いず
れも検査機器の導入が必要である。
機器を使用せず、簡便かつ正確に咀
嚼能力を測定する方法として、咀嚼
能力測定用グミゼリー（咀嚼グミ、
UHA味覚糖社）を患者に30回咀嚼し
て吐き出させ、その咬断状況（こな
れ具合）を10段階で評価する「咀嚼
能力スコア法」がある（図３）。
　この方法は、検査料は算定されな
いが、口腔機能低下症の下位症状で
ある「咀嚼機能低下」の診断基準
（スコア２以下）として用いること
ができる。また、咬合支持のタイプ
ごとに「標準値」と「低価値」が設
定されている。したがって、義歯治
療前に患者の「噛めない」状況を把
握し、義歯治療によってどこまで改
善するか目標設定し、治療結果の妥
当性を検証し、以上について患者に
説明するなど、合理的な義歯治療を
行う上で有用性が高い。

５．咀嚼能力検査を臨床に
　活かすために
　わが国の歯科治療における咀嚼機
能関連検査の導入は、世界的に見て
も先進的な取り組みとして注目され
ているが、その普及率はまだ低いレ
ベルに留まっている。その原因は、
機器導入にかかるコスト、検査料

（点数）の低さ、検査の煩雑さなど
が挙げられるが、最も重要な原因
は、検査によって医療者と患者の双
方にどのようなメリットが得られる
か、結果的にどのように患者満足度
に結びつくのかが明確にされていな
いことではないだろうか。
　この点においては、検査の開発に
関わった産官学それぞれの立場から
の情報提供が望まれるし、アカデミ
アに身を置く筆者としては検査の意
義についてさらなる臨床研究が必要
であると考えている。咀嚼グミを用
いた咀嚼能力測定法に関しては、前
項で書いたように義歯治療において

どのようなメリットがあるかが明ら
かにされているので、下記参考文献
２）を参照されたい。

参考文献
１） 小野高裕、阪井丘芳監著．新版
開業医のための摂食嚥下機能改
善と装置の作り方　超入門．ク
インテッセンス出版、2019．

２） 小野高裕、増田裕次監著．成人
～高齢者向け咀嚼機能アップ
BOOK． クインテッセンス出
版、2018．

（2023年11月３日、歯科定例研究会
より）

図１　健常者における義歯装着の効果

図２　摂食嚥下障害患者に対する義歯とその他のアプローチ

図３　咀嚼能力スコア法
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第12回院長のパートナーのみなさまのための懇談会

日　時 ２月29日（木）14時30分～16時30分　　会　場 協会６階会議室
講　師　 永野整形外科クリニック（奈良県香芝市）ヘルプデスク 

㈱クリニックイノベーションサポート代表　永野　光氏
対　象　院長の「パートナー」のみなさま
参加費　無料　　定　員　30人

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393ー1807まで 署名用紙のご注文は、☎078－393ー1807まで


